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４
月
６
日
に
福
知
山
城
公
園
周
辺
で
「
光
秀
忍
た
ま
武
道
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

人
の
忍
た
ま
が
、
精
神
修
行
、
手
裏
剣
術
、
吹
き
矢
術
、
水
上
走
り
、
城
攻
め
な
ど
の

６０忍
者
修
行
に
挑
戦
。 
前  
田  
唯  
花 
さ
ん
（
写
真
中
央
・
修
斉
小
４
年
）
は
、
「
ど
き
ど
き
し

ま
え 

だ 

ゆ
い 

か

た
け
ど
上
手
に
渡
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
」
と
修
行
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

光
秀
忍
た
ま

　

武
道
大
会

4
6

元元
気気
にに
忍忍
たた
まま
修修
行行
中中

３月定例市議会  ……………………………………７
長年の功績と健闘をたたえて  ……………………８
まちかどウオッチング  ……………………………９
情報ひろば  …………………………………１０～１５
　人事異動　ほか
でかけてみよう　ふくちやま　  …………………　１６
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市
で
は
、
「
ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
」
整
備

事
業
に
よ
り
、
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
幹
線
を
延

伸
し
、
地
域
の
情
報
格
差
の
解
消
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
の
撤
去
費

用
に
つ
い
て
も
支
援
し
ま
す
。

■
情
報
推
進
課
（
℡　

‐
７
０
６
０
）

２４

平
成　

年
度
事
業
の
概
要
と
予
算

２０

①
「
ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
」
設
備
整
備
な
ど

　
　
　
　
　

･
･
･　

億
１
６
０
０
万
円

１０

　

平
成　

年
度
整
備
予
定
エ
リ
ア
（
上
六

２０

人
部
・
金
山
・
雲
原
・
細
見
・
菟
原
・
中

夜
久
野
・
上
夜
久
野
・
美
河
・
美
鈴
地
区

の
一
部
地
区
）
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷
設

工
事
、
通
信
・
放
送
関
係
設
備
の
整
備
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
敷
設
し
た
光
フ
ァ
イ

１８

バ
ー
幹
線
を
延
伸
し
、
非
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
環
境
地
域
と
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
の
解

消
を
図
り
ま
す
。

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
状
況
調
査

･
･
･
４
０
０
万
円

　

平
成　

年
度
整
備
予
定
エ
リ
ア
に
お
け

２０

る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
状
況
を
調

査
し
ま
す
。

③
難
視
聴
対
策
設
備
撤
去
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　

･
･
･
５
０
０
万
円

　

「
ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
」
整
備
事
業
に
お

け
る
難
視
聴
対
策
に
参
画
し
た
組
合
に
対

し
て
、
既
存
の
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
の

撤
去
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。
現
在
、
市
内
に
は
１
０
３
の
共
同
受

信
組
合
が
あ
り
ま
す
。

交
付
要
件
／
テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策
事
業
に

よ
る
供
用
開
始
日
か
ら
２
年
以
内
に
撤
去

が
可
能
で
あ
る
こ
と

支
援
費
の
対
象
／
共
同
受
信
施
設
の
撤
去

工
事
と
撤
去
機
材
な
ど
の
運
搬
や
廃
棄
に

必
要
な
経
費

支
援
金
額
／
対
象
経
費
の
２
割

※
上
限
は
１
０
０
万
円
。

福
知
山
市
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
施
設
条
例
の
制
定

目
的
／
テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策
に
か
か
る
有

線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
の
使
用
や
費

用
負
担
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
た

も
の

加
入
金
／
３
万
９
０
０
０
円

使
用
料
／
１
月
に
つ
き
１
０
０
０
円

平
成　

年
度
に
施
工
が
確
定
し
た

１９

エ
リ
ア
に
お
け
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー

の
敷
設

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷
設
工
事
を
５
〜
８

月
に
施
工
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
確
定
エ

リ
ア
内
（
三
和
・
夜
久
野
・
大
江
地
域
の

一
部
）
の
道
路
で
、
一
時
的
に
片
側
通
行

な
ど
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成　

年
度
施
工
予
定
エ
リ
ア

２０

　

エ
リ
ア
内
の
各
テ
レ
ビ
共
同
受
信
組
合

を
対
象
に
、
事
業
へ
の
参
画
に
つ
い
て
調

査
し
ま
す
。

情
報
格
差

情
報
格
差
の
解
消
を

解
消
を
め
ざ
し
て 
情
報
格
差
の
解
消
を
め
ざ
し
て 

平
成
平
成
20
年
「
度 

e-

ふ
く
ち
や
ち
や
ま
」
整
備
事
業

整
備
事
業 
平
成
20
年
度 

「
e-

ふ
く
ち
や
ま
」
整
備
事
業 
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特集①　情報格差の解消をめざして

平成19年度施工確定エリア 

平成20年度施工予定エリア 

平成21・22年度施工予定エリア 

市役所本庁舎・支所 

「e－ふくちやま」整備事業難視聴対策整備予定エリア図 

夜久野支所 
市役所 

大江支所 

三和支所 

夜久野支所 
市役所 

大江支所 

三和支所 

８　月７　月６　月５　月光ファイバー幹線敷設地区

三和地域（その１）工区
工業団地から菟原地区の一部

三和地域（その２）工区
菟原地区の一部

夜久野地域工区
下夜久野、中夜久野地区の一部

大江地域工区
美河地区の一部

平成１９年度施工確定エリアにおける光ファイバー幹線敷設工事の計画

※供用開始は秋ごろの予定。（工事の進捗状況などによって変わる場合があります）
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市
で
は
、
高
齢
者
が
健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
長
寿
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
、
平
成　

年
３
月
に
策
定
し

１８

た
「
福
知
山
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」

を
平
成　

年
度
に
見
直
し
ま
す
。
そ
の
参

２０

考
と
す
る
た
め
、
「
市
民
の
保
健
福
祉
に

関
す
る
意
識
調
査
（
実
態
調
査
）
」
を
ア

ン
ケ
ー
ト
方
式
で
実
施
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
結
果
の
概
要
を
２
回
に
分
け
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
今
回
は
、
一
般
若
年
者
・

一
般
高
齢
者
対
象
の
調
査
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
課（
℡　

‐
７
０
１
３
）

２４

調
査
の
目
的

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
意
識
や

実
態
を
も
と
に
、
①
健
康
教
育
や
健
康
相

談
、
健
康
診
査
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
②
住
み
よ

い
環
境
づ
く
り

な
ど
の
啓
発
や

事
業
の
方
向
性
、

③
介
護
サ
ー
ビ

ス
や
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
円

滑
な
運
営
や
質

の
向
上
に
む
け

て
の
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
、

今
後
分
析
し
、

次
期
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
お

よ
び
介
護
保
険

事
業
計
画
に
反

映
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

0 10 20 30 40 50 60 70 80

0 10 20 30 40 50 60 0 10 20 30 40 50 60

56.5
66.8

39.7
51.1

33.9
46.0

33.7
44.2

50.8

52.1
48.3

29.5
32.6

29.1
32.4

33.9
30.5

29.3

30.5
33.0

28.5
27.5

野菜を多くとる 

塩分を減らす 

規則正しい食 
事をする 

かかりつけの 
医師・歯科医 

家族・友人 

自分で調べる 

不安に感じる 
ことはない 

制度全般に 
関する情報 

保険料に関 
する情報 

介護保険施設 
に関する情報 

要介護認定の 
手続きに関す 
る情報 

筋力トレー 
ニング 

低栄養予防 
（食生活の見直しや 
  栄養の改善など） 

閉じこもり予防 

魚類を多くとる 

0 10 20 30 40 50 60

35.4
48.4

33.9
30.2

10.7
2.7

8.0
4.7

利用したい介護予防事業 

介護保険に関して知りたい情報 

食生活で気をつけていること 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

43.5
52.6
54.8

47.5
35.1
38.2

31.4
34.1

がん予防 

認知症予防 

高血圧・脳卒 
中・心臓病 

膝・腰・肩などの 
整形外科疾患 

健康について関心のあること 

健康に不安を感じたときの相談相手 

アンケート調査結果 
一般若年者 一般高齢者 

（㌫） 

（㌫） 

（㌫） 

（㌫） 

（㌫） 

「
市
民
の
保
健
福
祉

に
関
す
る
意
識
調
査

（
実
態
調
査
）」の
結
果

回収率回収数配付数抽出方法調査対象

５２．２㌫５２２件１０００件無作為抽出一般若年者（４０～６４歳）

６７．７㌫１３５３件２０００件無作為抽出一般高齢者（６５歳以上）

５９．３㌫１６８７件２８４３件全認定者（施設入所除く）要介護・要支援認定者

７３．６㌫４８２件６５５件全認定者（施設入所者）介護保健施設入所者
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特集②　市民の保健福祉に関する意識調査（実態調査）の結果

0 10 20 30 40 50 60 70

0 10 20 30 40 50 60 70 80

0 10 20 30 40 50 60

0 10 20 30 40 50 60 70

地域活動などへの参加意向 

高齢期を健やかに過ごすために市に 
望む施策 地域活動などへの参加理由 

今後自分に介護が必要になった場合 
どのようにしたいか 

52.7

55.1

26.6

20.0

2.1

6.9

42.9

16.1

12.3

12.1

12.3

57.9
49.2

37.9
39.2

24.7
19.7

27.0
18.9

58.9
61.4

33.5
60.2

47.8
39.2

33.5
32.6

50.1
自宅で介護 
（サービスを活用） 参加したい 

参加したくない 

気軽に相談でき 
る窓口の設置 

安全な住まいづ 
くり支援 

趣味・社会活動な 
ど生きがい対策 

健診や健康づくり 

事情があり参加 
できない 

生活に充実感を 
もちたい 

健康や体力に自信 
をつけたい 

地域社会に貢献 
したい 

親しい友人を得たい 

施設などに入院 
（入所） 

家族・身内だけで 
自宅介護（サービ 
ス活用なし） 

（㌫） 

（㌫） 

（㌫） 

（㌫） 

　

市
長
、
議
長
、
教
育
長
、
消
防
長
、
ガ
ス
水
道
事
業
管
理
者
、
病
院
事
業
管
理
者
の

交
際
費
を
公
開
し
ま
す
。

　

交
際
費
と
は
、
市
を
代
表
し
て
の
外
部
交
渉
や
行
政
の
執
行
を
よ
り
円
滑
に
す
す
め

る
た
め
の
経
費
で
す
。

　

詳
細
は
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
秘
書
広
報
課（
℡　

‐
７
０
３
２
）　　
　

■
議
会
事
務
局（
℡　

‐
７
０
３
１
）

２４

２４

■
教
育
総
務
課（
℡　

‐
７
０
６
１
）　　
　

■
消
防
本
部（
℡　

‐
０
１
１
９
）

２４

２４

■
ガ
ス
水
道
部
総
務
課（
℡　

‐
６
５
０
３
）■
市
民
病
院
総
務
課（
℡　

‐
２
１
０
１
）

２２

２２

交
際
費
を
公
開
し
ま
す

計3月2月1月
金額（円）件金額（円）件金額（円）件金額（円）件
334,2503035,7505174,50014 124,00011弔慰金など

市 長
166,0002333,800615,0003117,20014祝金など
16,0004000016,0004会費 

00000000その他
516,2505769,55011189,50017257,20029計
10,00025,00015,0001

‐‐

弔慰金など

議 長
5,00015,000100祝金など
5,00015,000100会費 

000000その他
20,000415,00035,000100計
10,0002

‐‐

10,000200弔慰金など

教育長
10,00010010,0001祝金など
16,00030016,0003会費 

000000その他
36,00060010,000226,0004計
5,0001

‐‐

5,000100弔慰金など

消防長
10,00010010,0001祝金など

000000会費 
12,12710012,1271その他
27,12735,000122,1272計

00

‐‐‐‐

00弔慰金など
ガス水道
事   業
管理者

0000祝金など
0000会費 

1,19711,1971その他
1,197100001,1971計

‐‐‐‐‐‐‐‐

弔慰金など
病  院
事   業
管理者

祝金など
会費 
その他

00000000計
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市
で
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

市
民
や
各
種
団
体
、
関
係
機
関
と

も
連
携
し
、
人
権
問
題
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
人
権
推
進
室（℡　

‐
７
０
２
２
）

２４

策
定
の
趣
旨

　

人
権
問
題
は
、
個
人
の
存
在
や

尊
厳
を
侵
す
社
会
的
な
問
題
と
し

て
重
点
的
に
取
り
組
ま
な
く
て
は

な
ら
な
い
行
政
課
題
で
す
。

　

市
で
は
、２
０
０
１（
平
成　

）
１３

年
に
、「
人
権
教
育
の
た
め
の
国

連　

年
福
知
山
市
行
動
計
画
」
を

１０
策
定
し
、
人
権
問
題
の
解
決
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
な
お
予
断
や
偏
見

に
基
づ
く
差
別
や
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
侵
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
策
定
し
た
「
福
知
山
市
人

権
施
策
推
進
計
画
」
は
、
こ
れ
ま

で
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連　
１０

年
福
知
山
市
行
動
計
画
」
に
よ
り

取
り
組
ん
で
き
た
人
権
教
育
・
啓

発
に
加
え
、
協
働
・
支
援
、
保
護 

・
救
済
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進

す
る
も
の
で
す
。

基
本
理
念　

　

人
間
の
存
在
や
命
の
尊
厳
を
侵

す
こ
と
な
く
、
他
者
の
存
在
を
認

め
て
生
き
る
と
と
も
に
、
一
人
ひ

と
り
が
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
に
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
実
施
さ

れ
る
人
権
施
策
を
通
じ
て
、
人
権

と
い
う
普
遍
的
文
化
の
創
造
と
市

民
が
主
体
と
な
っ
て
「
共
に
幸
せ

を
生
き
る
」
共
生
社
会
の
実
現
に

努
め
ま
す
。

人
権
教
育
・
啓
発
の
取
り
組
み

　

学
校
や
地
域
社
会
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
を

対
象
に
、
人
権
教
育
・
啓
発
の
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

市
民
と
の
協
働
と
支
援
を
図
る

取
り
組
み

　

市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
各
種

団
体
な
ど
と
の
協
働
や
支
援
を
通

じ
て
、
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。　

　

現
在
、
環
境
問
題
や
福
祉
の
分

野
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
活
動
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
人
権
施
策
の
取
り
組
み

に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
権
侵
害
の
被
害
者
を
保
護
・

救
済
す
る
取
り
組
み

　

市
民
が
日
常
生
活
の
中
で
直
面

す
る
人
権
侵
害
に
対
し
て
、
保
護

･
救
済
を
図
る
こ
と
は
重
要
な
取

り
組
み
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
相
談
内
容
に
的
確

に
対
応
で
き
る
関
係
団
体
や
専
門

機
関
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

人
権
問
題
の
現
状
と
課
題
、

施
策
の
方
向

　

次
の
人
権
問
題
の
現
状
を
踏
ま

え
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

●
同
和
問
題　

●
女
性
の
人
権
問
題　

●
子
ど
も
の
人
権
問
題　

●
高
齢
者
の
人
権
問
題　

●
障
害
の
あ
る
人
の
人
権
問
題　

●
外
国
籍
の
人
の
人
権
問
題　

●
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
人
権
問
題　

●
感
染
症
患
者
等
の
人
権
問
題

●
情
報
化
社
会
の
人
権
問
題　

●
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題　

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行

　

こ
の
計
画
へ
の
理
解
を
深
め
、

人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
た
学
習

資
料
と
し
て
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

各
戸
配
布
し
ま
し
た
。
職
場
や
地

域
な
ど
で
の
学
習
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

共に幸せを生きる
まちづくりに向けて
福知山市人権施策
　　推進計画を策定

　

市
で
は
４
歳
児
・
５
歳
児
の
子

ど
も
の
成
長
発
達
を
支
え
る
た
め
、

�
の
び
の
び
福
知
っ
子
�
就
学
前

発
達
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

４
歳
・
５
歳
は
こ
ん
な
時
期

　

友
達
と
の
関
わ
り
を
積
極
的
に

求
め
る
よ
う
に
な
り
、
集
団
生
活

に
必
要
な
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

ま
た
、
友
達
と
楽
し
く
遊
ん
だ

り
助
け
合
っ
た
り
す
る
中
で
、
人

と
関
わ
る
力
や
、
や
り
と
り
を
す

る
力
、
で
き
る
自
信
（
達
成
感
）
、

工
夫
す
る
力
や
考
え
る
力
な
ど
を

身
に
つ
け
て
い
く
時
期
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が

自
分
ら
し
く
、

持
て
る
力
を

伸
ば
す
た
め
に

�
の
び
の
び
福
知
っ
子
�

　

就
学
前
発
達
支
援
事
業

が
ス
タ
ー
ト
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平
成　

年
度
補
正
予
算

１９

一
般
会
計

　
　

億
３
９
３
９
万
１
０
０
０
円

１６
を
増
額
し
、
３
８
９
億
４
５
０
８

万
７
０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

▼
退
職
手
当

…
８
億
４
２
３
４
万
４
０
０
０
円

▼
地
方
バ
ス
路
線
運
行
維
持
費
補

助
金
…
５
２
２
０
万
５
０
０
０
円

▼
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
経
営
対
策

基
金
拠
出
金

…
４
６
１
８
万
２
０
０
０
円

▼
病
院
事
業
会
計
貸
付
金…

８
億
円

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
事
業
基
金
へ
積

み
立
て
る
た
め
１
億
円
を
増
額
し

　

億
８
３
４
９
万
８
０
０
０
円
に

７７な
り
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償

還
金
の
減
額
な
ど
に
よ
り
、
４
億

３
３
７
０
万
円
を
減
額
し　

億
４

６１

６
５
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　

介
護
給
付
費
準
備
基
金
へ
積
み

立
て
る
た
め　

万
円
を
増
額
し　

２０

５５

億
６
１
７
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

病
院
事
業
会
計

　

経
営
安
定
を
図
る
た
め
一
般
会

計
か
ら
長
期
借
入
を
行
い
ま
し
た
。

平
成　

年
度
事
業
の
繰
り
越
し

１９

▼「
ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
」整
備
事
業

…
５
億
７
１
６
７
万
９
０
０
０
円

▼
福
知
山
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理

事
業　
　

…
５
億
８
２
７
０
万
円

条　
　

例

▼
福
知
山
市
に
お
け
る
法
令
遵
守

の
推
進
等
に
関
す
る
条
例
の
新
規

制
定

▼
福
知
山
市
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

放
送
施
設
条
例
の
新
規
制
定

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

人　
　

事

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
同
意

　
 
藤  
原  
洋  
子 
さ
ん

ふ
じ 
わ
ら 
よ
う 

こ（
上
篠
尾
一
区
・
再
任
）

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

に
同
意

　
 
新  
宮  
松  
江 
さ
ん（
東
部
・
新
任
）

し
ん 
ぐ
う 
ま
つ 

え

そ 
の 
他

▼
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
２
件
）

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

・
福
知
山
市
長
及
び
副
市
長
並
び

に
ガ
ス
水
道
事
業
管
理
者
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・
福
知
山
市
病
院
事
業
管
理
者
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

福
知
山
市
職
員
収
賄
事
件

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

　

地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
に
基

づ
く
強
制
権
を
持
っ
た
調
査
委
員

会
で
す
。
福
知
山
市
民
病
院
・
武

道
館
建
設
事
業
な
ど
に
関
す
る
事

項
を
調
査
し
ま
す
。

委
員
長
／ 
永  
田  
時  
夫 
議
員

な
が 

た 

と
き 

お

副
委
員
長
／ 
仲  
林  
清  
貴 
議
員

な
か 
ば
や
し 
き
よ 
た
か

委
員

奥
藤

    

　
お
く
と
う

 
晃 
議
員
、

あ
き
ら

 
木  
戸  
正  　
 
議
員
、

き 

ど 

ま
さ 
た
か

 
大  
谷  
洋  
介 
議
員
、 
井  
上  
重  
典 
議
員
、

お
お 
た
に 
よ
う 
す
け 

い
の 
う
え 
し
げ 
の
り

 
松  
本  
良  
彦 
議
員
、 
荒  
川  
浩  
司 
議
員

ま
つ 
も
と 
よ
し 
ひ
こ 

あ
ら 
か
わ 
ひ
ろ 

し

地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
（
一
部

抜
粋
）

　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、

当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
事
務

に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
選
挙
人

そ
の
他
の
関
係
人
の
出
頭
及
び
証

言
並
び
に
記
録
の
提
出
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　３月定例市議会が、３月３日から２８日
まで開かれました。この市議会に、市で
は平成２０年度予算に関するもののほか、
平成１９年度補正予算や条例の制定など合
わせて６５議案を提案。６３議案が原案どお
り可決されました。
　おもな内容についてお知らせします。
平成２０年度予算については、広報ふくち
やま４月１日号をご覧ください。

３月定例市議会

平成２０年度予算・平成１９年度
補正予算・条例など

楽
し
い
学
校
生
活
に
向
け
て

　

当
事
業
で
は
こ
の
大
切
な
時
期

に
、
園
や
学
校
・
保
健
・
福
祉
・

医
療
な
ど
の
関
係
機
関
が
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
健
診
な
ど
に
よ
る

成
長
発
達
の
確
認
や
保
護
者
の
子

育
て
の
不
安
や
悩
み
な
ど
の
相
談

な
ど
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
子
ど

も
が
集
団
生
活
を
十
分
に
楽
し
め

て
い
る
か
、
困
っ
て
い
る
こ
と
は

な
い
か
な
ど
を
、
保
護
者
や
保
育

士
、
幼
稚
園
教
諭
と
一
緒
に
振
り

返
り
ま
す
。

　

就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
が
、
楽

し
い
学
校
生
活
に
向
け
て
、
自
分

ら
し
く
、
持
て
る
力
を
伸
ば
す
よ

う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

く
わ
し
い
お
問
い
合
わ
せ
や
子

ど
も
の
発
達
な
ど
に
つ
い
て
の
ご

相
談
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡　

‐
２
７
８
８
）

２３

■
く
り
の
み
園（℡　

‐
１
９
３
３
）

２３

■
学
校
教
育
課（℡　

‐
７
０
６
２
）

２４
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―長年の功績と健闘をたたえて―
平成２０年度自治功労者・有功者・スポーツ賞表彰式

 

 

自
治
功
労
者
表
彰

 
盛  
岡  
登  
良  
夫 
さ
ん（
陵
北
町
）

も
り 
お
か 

と 

ら 

お

　

福
知
山
市
文
化
協
会
会
長
（　
１０

年
４
月
）
・
社
団
法
人
福
知
山
市

文
化
協
会
会
長
（
８
年
８
月
）
と

し
て
自
治
振
興
に
貢
献
。

 
牧  
野  
守  
年 
さ
ん（
京
町
）

ま
き 

の 

も
り 
と
し

　

京
町
自
治
会
長
（　

年
８
月
）

１５

と
し
て
自
治
振
興
に
貢
献
。

 
芦  
田  
卓 
さ
ん（
菱
屋
町
）

あ
し 

だ 
た
か
し

　

菱
屋
町
自
治
会
長
（　

年
）
と

１５

し
て
自
治
振
興
に
貢
献
。

 
向  
山  
仁  
美 
さ
ん（
額
塚
）

む
こ
う 
や
ま 
ひ
と 

み

　

福
知
山
市
農
村
計
画
審
議
会
員

（　

年　

月
）
・
福
知
山
市
農
業

１６

１０

委
員
会
委
員
（
６
年
）
と
し
て
自

治
振
興
に
貢
献
。

有
功
者
表
彰

 
今  
井  
洋  
之 
さ
ん（
本
堀
）

い
ま 

い 

ひ
ろ 
ゆ
き

　

本
堀
自
治
会
長
と
し
て
自
治
振

興
に
貢
献
。

 
河  
口  
清 
さ
ん（
野
家
）

か
わ 
ぐ
ち 
き
よ
し

　

野
家
自
治
会
長
と
し
て
自
治
振

興
に
貢
献
。

 
原  
英  
倭 
さ
ん（
北
本
町
二
区
）

は
ら 
ひ
で 

き

　

北
本
町
二
区
自
治
会
長
と
し
て

自
治
振
興
に
貢
献
。

 
松  
山  
均 
さ
ん（
内
記
三
丁
目
）

ま
つ 
や
ま 
ひ
と
し

　

学
校
医
と
し
て
児
童
生
徒
の
健

康
の
保
持
、
増
進
に
貢
献
。

 
久  
世  
博 
さ
ん（
篠
尾
新
町
）

く 

せ 
ひ
ろ
し

　

学
校
・
園
歯
科
医
と
し
て
児
童

生
徒
の
健
康
の
保
持
、
増
進
に
貢

献
。

 
吉  
見  
謙  
治 
さ
ん（
岡
ノ
二
町
）

よ
し 

み 

け
ん 

じ

　

学
校
・
園
歯
科
医
と
し
て
児
童

生
徒
の
健
康
の
保
持
、
増
進
に
貢

献
。

 
荒  
木  
文  
雄 
さ
ん（
上
新
町
）

あ
ら 

き 

ふ
み 

お

　

学
校
薬
剤
師
と
し
て
児
童
生
徒

の
健
康
の
保
持
、
増
進
に
貢
献
。

 　
  　
  
安  
成 
さ
ん（
千
束
）

た
か 

せ 

や
す 
な
り

　

三
和
町
商
工
会
会
長
と
し
て
産

業
振
興
に
貢
献
。

 
大  
槻  
昭  
久 
さ
ん（
夜
久
野
町
下
町
）

お
お 
つ
き 
あ
き 
ひ
さ

　

夜
久
野
町
商
工
会
会
長
と
し
て

産
業
振
興
に
貢
献
。

 　
  
津  
次  
郎 
さ
ん（
大
江
町
下
町
）

た
か 

つ 

じ 

ろ
う

　

大
江
町
商
工
会
会
長
と
し
て
産

業
振
興
に
貢
献
。 

ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰

 
佐  
 々 
木  
恵 
さ
ん

さ 

さ 

き 
め
ぐ
み

（
株
式
会
社
サ
ン
ラ
イ
フ
）

　

第　

回
国
民
体
育
大
会
秋
田
大

６２

会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
成
年
女
子

の
部
で
、
京
都
府
チ
ー
ム
と
し
て

優
勝
。

 
山  
田  
麻  
衣 
さ
ん

や
ま 

だ 

ま 

い（
株
式
会
社
サ
ン
ラ
イ
フ
）

　

第　

回
国
民
体
育
大
会
秋
田
大

６２

会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
成
年
女
子

の
部
で
、
京
都
府
チ
ー
ム
と
し
て

優
勝
。

 
頭  
本  
志  
穂 
さ
ん

か
し
ら 
も
と 

し 

ほ
（
株
式
会
社
サ
ン
ラ
イ
フ
）

　

第　

回
国
民
体
育
大
会
秋
田
大

６２

会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
成
年
女
子

の
部
で
、
京
都
府
チ
ー
ム
と
し
て

優
勝
。

サ
ン
ラ
イ
フ
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
　

第　

回
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
日
本

２５

リ
ー
グ
優
勝
。

▲自治功労者表彰・スポーツ賞表彰を受けられたみなさん ▲有功者表彰を受けられたみなさん

　本市の市制施行記念日である４月１日、市では「平成２０年度自治功労者・有功者・スポー
ツ賞表彰式」を市民会館で行い、それぞれの分野で、市の発展に貢献されたみなさんの功績と
健闘をたたえました。受賞されたみなさんを紹介します。　　　　　　（経歴は４月１日現在）
■秘書広報課（℡ ２４‐７０３２）
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まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
サービスサイズを１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０３２）

　４月５日、佐藤太清記念美術館でコン
サートを開催しました。マリオネットの
２人が奏でる、ポルトガルギターとマン
ドリンの哀愁漂うしらべに、約９０人が聴
き入っていました。

美しい音色を味わって

　４月５日、広小路通りで福知山おどり
パレードが行われ、 米  傳  福  踊  会 ・福知山

こめ でん ふく よう かい

女子高等学校・小鳩保育園など１２団体、
約５５０人が、それぞれそろいの浴衣で参
加しました。

そろたそろたよ　踊り子がそろた

お城まつり
福知山おどりパレード

4
5

　４月１２日に、福知山駅南口公園がオー
プン。ＳＬや転車台、現在のＪＲ福知山
線の前身である 阪鶴 鉄道のレールを利用

はんかく

して建築したあずま屋などを整備しまし
た。
　「鉄道のまち　福知山」をイメージした
この公園を、みなさんの憩いの場として
ご利用ください。

「鉄道のまち　福知山」のシンボル

4
12

春の美術館コンサート4
5

福知山駅南口公園オープン



10H20（2008）．5．1　広報ふくちやま

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/
　

す
べ
て
の
障
害
の
あ
る
人
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
体
力
の
向
上

を
図
り
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
／
６
月
８
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
雨
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

と
こ
ろ
／
三
段
池
公
園
多
目
的
グ

ラ
ン
ド
（
猪
崎
）

競
技
種
目

▼
団
体
競
技
／
大
玉
転
が
し
、
玉

入
れ
、
リ
レ
ー（　

㍍
×
４
人
）

５０

▼
個
人
競
技
／
記
録
競
技
（
男
女

　

㍍
走
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）、パ
ン

６０食
い
競
走
な
ど

■
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
℡　

‐
７
０
１
７
）

２４

　

仕
事
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
、

就
・
転
職
を
考
え
て
い
る
人
、
５

月
病
に
な
り
そ
う
な
人
へ
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

と
き
／
５
月　

日
〜
８
月　

日
の

２７

２６

毎
月
第
４
火
曜
日
、
計
４
回

時
間
／
午
後
７
時
〜
８
時　

分
５０

と
こ
ろ
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
岡
ノ
二
町
）

対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

お
お
む
ね　

歳
未
満
の
人

３５

申
込
方
法
／
５
月
１
日（
木
）〜　
２３

日（
金
）に
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
は
が
き
で
、
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
〒
６
２
０
‐
０
８
７
１

字
岡
ノ
１
７
５
番
地
の
１　

℡
・

　
　

‐
１
６
１
６
）
ま
で
。

２３
※
受
付
時
間
は
、
日
曜
日
・
祝
日

を
除
く
午
後
１
時
〜
９
時
。

入
所
条
件

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

▼
大
江
地
域
へ
の
転
入
希
望
者

▼
お
お
む
ね　

歳
以
下
の
人
で
構

４５

成
さ
れ
る
世
帯

▼
秩
序
や
風
紀
を
乱
さ
な
い
人

入
所
の
決
定
／
６
月
中
旬

入
所
日
／
７
月
１
日（
火
）

申
請
に
必
要
な
書
類

▼
入
所
申
請
書（
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。）

▼
申
込
理
由
書（
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。）

▼
入
所
を
希
望
す
る
人
全
員
の
住

民
票
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
記

載
事
項
証
明
書
、所
得
を
証
明
す

る
書
類

申
請
方
法
／
５
月　

日（
水
）〜　

２１

３０

日（
金
）に
、大
江
支
所
地
域
振
興

係（
℡　

‐
１
１
０
２
）ま
で
。

５６

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

若
年
者
サ
ポ
ー
ト

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

鬼
の
里
Ｕ
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ

入
所
者

Ｕターンプラザ１（公庄上）

共益費
（月額）

使用料
（月額）募集数

１，０００円４０，０００円２室
2
L
D
K

Ｕターンプラザ２（波美）

共益費
（月額）

使用料
（月額）募集数

１，０００円４２，０００円２室
2
L
D
K

※入所時、別途保証金１００，０００
円必要。

と
き
／
５
月　

日（
日
）　

※
雨
天
の
場
合
、
６
月
１
日（
日
）。

２５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
観
光
振
興
課
観
光
振
興
係
（
℡　

‐
７
０
７
６
）

２４

集
合
／
北
陵
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
大
江
山
グ
リ
ー
ン
ロ
ッ
ジ
に
午
前
９
時
集
合

大
江
山
一
斉
登
山

　子育て中の親どうし、子どもどうしのネットワークを広げませんか。メンバー登録や予約など
は不要で、だれでも参加できます。
※ふれあいのへやと、なかよしひろば「さつまいもの苗さし」は要事前予約。　■子育て支援課子育て推進係（℡ ２４‐７０６６）
おひさまひろば　開催時間／午前１０時３０分～正午

ところ内容とき
六人部地域公民館

(多保市）
よちよちひろば（座談会）
※０．１歳児対象です。５月２８日（水）

夜久野ふれあいプラザ
( 夜久野町下町）リトミック６月１８日（水）

成和地域公民館（拝師）水遊び・シャボン玉
※着替えをお持ちください。７月 ９日（水）

ふれあいのへや　開催時間／午前１０時～１１時３０分
ところ内容とき

夜久野ふれあいプラザ
( 夜久野町下町）

いっしょにあそぼう！
ふれあい遊び６月１２日（木）

のびのび歯みがきじょ
うずかな（１歳以上）６月２６日（木）

すくすく乳児食
（１歳まで）７月１７日（木）

下夜久野地域公民館 
（且）

のびのび子育て交流
会（１歳以上）８月２８日（木）

なかよしひろば　開催時間／午前１０時～１１時３０分
ところ内容とき

三和町子育て支援センター
( 川合保育園内 )さつまいもの苗さし５月２７日（火）

夜久野ふれあいプラザ
( 夜久野町下町）室内あそび６月１２日（木）

三和町子育て支援センター
( 川合保育園内 )子育て講座（絵本）６月１７日（火）

北部保健福祉センター（中央）ふれあい七夕まつり７月 ４日（金）

成和地域体育館（拝師）子育て講演会７月 ７日（月）

三和町子育て支援センター
( 川合保育園内 )水あそび７月 ８日（火）

東部保健福祉センター（千束）子育て講座（食育）７月３１日（木）

三和町子育て支援センター
( 川合保育園内 )

子育て講座（夏の遊び）８月 ５日（火）

プールあそび８月１９日（火）

水あそび８月２６日（火）

おひさまひろば・ふれあいのへや・なかよしひろば

　期分の納期限日です。■税務課資産税係（℡２４‐７０２５）■下水道管理課管理普及係（℡２３‐２０８４）
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市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】
　

６
月
に
各
戸
配
布
す
る
「
く
ら

し
安
心
ガ
イ
ド
」
（
発
行
部
数
３

万
２
２
０
０
部
）
に
掲
載
す
る
広

告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

広
告
料
／
１
万
円

大
き
さ
／　

㌢
㍍
×
６
㌢
㍍

１８

応
募
資
格
／
市
内
に
事
業
所
な
ど

が
あ
る
企
業
や
自
営
業
者
な
ど

申
込
方
法
／
５
月　

日（
金
）ま
で

３０

に
、
申
込
書
を
秘
書
広
報
課
広
報

係（
℡　

‐
７
０
０
０
）ま
で
。

２４

※
申
込
書
は
、
秘
書
広
報
課
に
あ

り
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
制
度

や
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
、

人
間
ド
ッ
ク
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

受
付
期
間
／
５
月　

日（
月
）〜
平

１９

成　

年
２
月　

日（
金
）

２１

２７

受
診
期
間
／
６
月
２
日（
月
）〜
平

成　

年
３
月　

日（
火
）　

２１

３１

費
用
／
３
０
０
０
円

健
診
項
目
／
血
圧
測
定
、尿
検
査
、

心
電
図
、脂
質
系
検
査
、腎
機
能
検

査
、糖
尿
病
検
査
、肝
機
能
検
査
貧

血
検
査
、痛
風
検
査
、腫
瘍
マ
ー

カ
ー
検
査
、Ｘ
線
検
査（
胸
部
）、胃

検
査（
胃
透
視
ま
た
は
胃
カ
メ
ラ
）、

大
腸
検
査（
便
検
査
）

受
診
で
き
る
医
療
機
関
／
京
都
ル

ネ
ス
病
院
・
福
知
山
市
民
病
院

市
か
ら
長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療

被
保
険
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人

対
象
／
納
期
到
来
分
の
長
寿（
後

期
高
齢
者
）医
療
保
険
料
を
完
納

し
、
入
院
中
で
な
い
人

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
／
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
印
鑑

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療
係

（
℡　

‐
７
０
１
８
）
ま
た
は
各

２４

支
所
窓
口
相
談
係
ま
で
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者

対
象
／
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

▼
満　

歳
以
上
で
、国
民
健
康
保
険

３０

の
加
入
期
間
が
６
カ
月
以
上
あ
る
。

▼
入
院
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
な
い
。

▼
納
期
到
来
分
の
国
民
健
康
保
険

料
を
完
納
し
て
い
る
。

※　

歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加

４０入
者
は
特
定
健
康
診
査
か
人
間

ド
ッ
ク
の
ど
ち
ら
か
選
べ
ま
す
。

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
／
国
民

健
康
保
険
証
、印
鑑
、特
定
健
康
診

査
受
診
券（　

歳
代
の
人
は
不
要
）

３０

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
課
国
保
給
付
係
（
℡　

‐
２４

７
０
１
５
）
ま
た
は
各
支
所
窓
口

相
談
係
ま
で
。

と
き
・
と
こ
ろ

①
５
月　

日（
火
）

２０

　

午
前
９
時
〜　

時
１１

　

高
見
組（
昭
和
町
）

②
５
月　

日（
火
）

２０

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

　

橋
本
工
業（
土
）

③
５
月　

日（
月
）

２６

　

午
前
９
時
〜　

時　

分

１１

３０

　

関
西
電
力
福
知
山
営
業
所

（
北
羽
合
）

※
全
会
場
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み
。

■
京
都
府
福
知
山
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
（
℡　

‐
６
６
３
０
）

２７

　

長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
制
度

の
開
始
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険

料
に
も
新
た
に
後
期
高
齢
者
支
援

金
等
賦
課
額
が
創
設
さ
れ
、
国
民

健
康
保
険
料
は
今
ま
で
の
医
療

分
・
介
護
分
の
二
本
立
て
か
ら
、

医
療
分
・
介
護
分
・
後
期
高
齢
者

医
療
分
の
三
本
立
て
と
な
り
ま
し

た
。
最
高
限
度
額
に
つ
い
て
も
表

の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
徴
収
）

対
象
／
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
人

▼
世
帯
主
が
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
と

な
っ
て
い
る
。

▼
世
帯
内
の
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
全
員

が　

歳
以
上　

歳
未
満

６５

７５

で
あ
る
。

▼
特
別
徴
収
の
対
象
と

な
る
年
金
の
年
額
が　
１８

万
円
以
上
で
あ
り
、
国

民
健
康
保
険
料
が
介
護

保
険
料
と
合
わ
せ
て
、

年
金
額
の
２
分
の
１
を

超
え
な
い
こ
と
。

※
特
別
徴
収
は
本
年　

月
よ
り
実

１０

施
し
ま
す
。
６
〜
９
月
は
、
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り

納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険
料

２０

に
つ
い
て
は
、
６
月
に
世
帯
主
あ

て
に
通
知
し
ま
す
。

■
保
険
課
国
保
料
係

（
℡　

‐
７
０
１
９
）

２４

く
ら
し
安
心
ガ
イ
ド

有
料
広
告

５
月
の
献
血

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
会

人
間
ド
ッ
ク
を

受
け
ま
し
ょ
う

国
民
健
康
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

保険料の決め方・納め方

納め方後期高齢者支援
金分等賦課額

介護納付金
賦課額

医療給付費分
基礎賦課額

納付書・
口座振替

○×○４０歳未満

○○○４０歳以上
６５歳未満

○△※１○６５歳以上
７５歳未満 特別徴収

最高限度額（年額）
後期高齢者

支援金分等賦課額
介護納付金
賦課額

医療給付費分
基礎賦課額

９万円５６万円平成１９年度

１２万円９万円４７万円平成２０年度

※１　６５歳以上７５歳未満の人は、国民健康保険料とは別に介護保険料を負担いただきます。

６月２日（月）は固定資産税・都市計画税第１期分・下水道事業受益者負担金第１　　

　

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
保
険
者
（
本
人
）
が
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
保
険
に
移
行
し
た
場
合
、
そ
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た　

歳
ま
で

７４

の
人
は
、
必
ず
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
そ
の
他
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
 
■
保
険
課
国
保
料
係
（
℡　

‐
７
０
１
９
）

２４

健
康
保
険
の
手
続
き

　

は
お
済
み
で
す
か　
　

利
用
時
間
／
午
前　

時
〜
午
後　

時

１０

１０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
夜
久
野
支
所
地
域
振
興
係
（
℡　

‐
１
１
０
３
）

３７

休
館
／
毎
週
水
曜
日

農
匠
の
郷
や
く
の「
ほ
っ
こ
り
館
」再
開
し
ま
し
た
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宝
く
じ
の
収
益
金
を
財
源
と
す

る
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」を
活

用
し
て
、
平
成　

年
度
は
上
ノ
橋

１９

公
園
（
和
久
市
町
）
に
対
し
、
２

５
０
万
円
の
助
成
が
あ
り
ま
し
た
。

　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
み
な
さ

ん
の
日
常
生
活
に
役
立
つ
よ
う
広

く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
文
化
振
興

係（
℡　

‐
７
０
３
３
）

２４

　

６
月
検
針
分
か
ら
市
ガ
ス
料
金

を
改
定
し
ま
す
。

　

市
ガ
ス
で
供
給
し
て
い
る　

Ａ
１３

ガ
ス
は
、
主
原
料
で
あ
る
天
然
ガ

ス
に
熱
量
の
高
い
液
化
石
油
ガ
ス

（
Ｌ
Ｐ
Ｇ
）
を
添
加
し
て
標
準
熱

量
を
１
立
方
㍍
当
た
り　

メ
ガ

４６

ジ
ュ
ー
ル
へ
調
整
し
た
後
、
お
客

様
に
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
標
準
熱
量
を　

メ
ガ
ジ
ュ 

４５

ー
ル
に
引
き
下
げ
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
使

用
比
率
の
低
減
に
よ
り
原
料
費
を

削
減
し
、
料
金
を
引
き
下
げ
ま
す
。

（
例
）月　

立
方
㍍
使
用
の
お
客
様

２５

　

６
０
１
０
円→

５
９
９
２
円

（　

円
の
引
き
下
げ
）

１８

　

熱
量
引
き
下
げ
後
も
供
給
す
る

ガ
ス
の
種
類
は
現
行
の
「　

Ａ
」

１３

と
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ガ
ス
機

器
の
調
整
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
ガ
ス
水
道
部
営
業
課
料
金
係

（
℡　

‐
６
５
０
１
）

２２

　

申
し
込
ん
だ
人
に
は
、後
日
問

診
票
・
注
意
事
項
を
送
り
ま
す
。

内
容
／
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者

健
診
、
前
立
腺
が
ん
、
胃
部
（
血

液
・
Ｘ
線
）
、
肺
が
ん
・
結
核
、

大
腸
が
ん
検
診

※
７
月
１
日（
火
）は
、子
宮
が
ん

　

検
診
が
受
診
で
き
ま
す
。

※
７
月
２
日（
水
）は
、胃
部
検
診

（
Ｘ
線
）は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

費
用
・
対
象
／
各
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
／
実
施
日
の
１
カ
月
前

人権シリーズ 共に幸せを生きるまちづくりに向けて

　市では、平成20年１月に策定した「福知山
市人権施策推進計画」に基づき、学校や家庭、
地域社会、職場などあらゆる場所で、同和問
題、女性、子ども、高齢者、障害のある人、
外国籍の人などさまざまな人権問題の解決に
向けた学習会を工夫しながら進めていきます。
　しかし、学習会で時々次のような意見が出
ることがあります。「人の心にある差別意識は、
いくら学習会をしてもなくすことはできな
い」「学習会への参加者が少ないので、する意
味がないのではないか」「同和研修をするから、
差別はなくならない。そっとしておけば自然
になくなる」「差別意識を持っている人は高齢
者に多いので、そういう人がいなくなれば差
別はなくなる」
　本当にそうでしょうか。「人権問題に関する
意識調査」では、「若い人、高齢者など年齢を

問わず、研修会に多く参加している人ほど、
家庭でもさまざまな人権問題の解決に向けた
話し合いをしている割合が高くなっていると
ともに、身元調査お断り運動などへの理解も
深まっている」という結果が出ています。ま
た、「研修をするから差別はなくならない」と
いう意見については、さまざまな人権問題を
解決するためには、どういう課題があり、課
題を解決するために何をしなければならない
かということを正しく学習することで、正し
い知識が深まり、人権尊重、差別を許さずな
くしていく活動につながると考えています。
　一人ひとりの人権が尊重され、「共に幸せを
生きる」まちづくりに向けて、私たち一人ひ
とりが何をしなければならないかを考えてい
きましょう。
■人権推進室市民啓発係（℡　２４‐７０２２）

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

市
ガ
ス
料
金
の
改
定

６
・
７
月
の
健
診

申　込　先会　　　場実施日
中央保健福祉センター（℡２３‐２７８８）中央保健福祉センター（北本町二区）６月３０日（月）

北部保健福祉センター（℡５６‐２６２０）北部保健福祉センター（中央）７月１日（火）

中央保健福祉センター（℡２３‐２７８８）

篠尾中央集会所（下篠尾）７月２日（水）

日新地域公民館（石原）７月３日（木）

中央保健福祉センター（北本町二区）７月４日（金）

北部保健福祉センター（℡５６‐２６２０）
河西地域公民館 (公庄上）７月１６日（水）

河東地域公民館 (尾藤口）７月１７日（木）

東部保健福祉センター（℡５８‐２０９０）東部保健福祉センター（千束）７月１８日（金）

　　■生活交通課交通対策係（℡２４‐７０２０）
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業
務
用
は
か
り
の
定
期
検
査
（
有

料
）

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
業
務

用
は
か
り
の
定
期
検
査
を
実
施
し

ま
す
。
検
査
を
受
け
て
い
な
い
は

か
り
は
業
務
に
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

と
き
・
と
こ
ろ

①
６
月
９
日（
月
）

　

午
前　

時　

分
〜
午
後
３
時

１０

３０

　

三
和
町
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
千
束
）

②
６
月　

日（
火
）

１０

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
２
時

３０

　

大
江
地
域
総
合
会
館
（
中
央
）

③
６
月　

日（
水
）

１１

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

（
夜
久
野
町
下
町
）

④
６
月　

日（
木
）

１２

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

３０

　

市
営
家
畜
市
場（
牧
）

⑤
６
月　

日（
月
）〜　

日（
木
）

２３

２６

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

分

１１

３０

　

厚
生
会
館
（
西
中
ノ
町
）

家
庭
用
は
か
り
の
検
査
（
無
料
）

　

家
庭
用
の
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
・

キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
・
ベ
ビ
ー
ス

ケ
ー
ル
な
ど
の
精
度
確
認
検
査
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

と
き
／
６
月　

日
（
月
）

２３

　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

分

１１

３０

と
こ
ろ
／
厚
生
会
館（
西
中
ノ
町
）

※
い
ず
れ
の
会
場
も
、
正
午
〜
午

後
１
時
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
商
工
振
興
課
産
業
振
興
係

（
℡　

‐
７
０
７
５
）

２４

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
法
律
相
談

を
開
催
し
ま
す
。
１
人
あ
た
り
の

時
間
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
き
／
５
月　

日（
土
）

２４

　
　

午
前　

時　

分
〜
午
後
３
時

１０

３０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室

３１

　
　
　
　
　

（
内
記
三
丁
目
）

内
容
／
離
婚
・
相
続
・
Ｄ
Ｖ
・
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
・
訴
訟
・
労
働
・
交
通
事

故
・
金
銭
や
契
約
、近
所
の
ト
ラ
ブ

ル・
不
動
産
登
記
・
借
地
借
家
・
農

地
な
ど
に
関
す
る
法
律
相
談

講
師
／
立
命
館
大
学
法
律
相
談
部

の
教
授
と
学
生
の
み
な
さ
ん

申
し
込
み
／
不
要

■
人
権
推
進
室
男
女
共
同
参
画
推

進
係（
℡　

‐
７
０
２
２
）

２４

　 
Ｑ 
父
親
が
遺
産
の
総
額
を
は
る

か
に
超
え
る
額
の
借
金
を
残
し
て

亡
く
な
り
ま
し
た
。返
済
で
き
る
額

で
は
な
い
の
で
相
続
放
棄
で
き
る

良
い
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 
Ａ 
相
続
人
は
、相
続
開
始
を
知
っ

て
か
ら
３
か
月
以
内
に
、被
相
続
人

の
居
住
地
を
管
轄
す
る
家
庭
裁
判

所
で
相
続
放
棄
の
申
し
立
て
を
行
え

ば
、相
続
権
そ
の
も
の
を
放
棄
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。相
続
人
全
員
が

相
続
権
を
放
棄
し
相
続
人
不
在
と

し
て
相
続
管
理
人
が
選
任
さ
れ
る

と
、不
動
産
は
そ
の
管
理
下
に
お
か

れ
ま
す
。相
続
放
棄
が
認
め
ら
れ
る

と
そ
の
人
は
初
め
か
ら
相
続
人
に
な

ら
な
か
っ
た
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
が
不

明
の
場
合
、ま
た
は
借
金
が
多
い
と

予
想
さ
れ
る
場
合
は「
限
定
承
認
」

と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、法
律
専
門
家
の
助
言
が

受
け
ら
れ
る
相
談
日
を
設
け
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
秘
書
広
報
課
広
聴
係

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
２
７
）

２４

カンちゃん　最近ごみ
を出すことも難し
なってきたなあ。

ビンちゃん　そうやな
あ。今は世界中で環
境問題への関心が高
まっとるし、しっか

り分別せなあかんということは分かっとる
んやけど。慣れんと難しいんかなあ。

カンちゃん　ほかの市や町なんかも、おんな
じように分けとってんやろか。なんか福知
山だけが厳しいように思うんやけどなあ。

ビンちゃん　ごみ処理やリサイクルにはいろ
んな方法があって、それぞれの市町村の考
え方でごみの分け方を決めとるんや。福知
山の出し方は難しい方かもしれんけど、
もっと細かく分けられとる市町村もあるん
やで。

カンちゃん　それやったら簡単な方がええなあ。
ビンちゃん　やっぱり将来のことを考えると、
そうも言うとれへんのや。「混ぜればごみ、
分ければ資源」の言葉があるけど、まずは
行動に移すことが大切やと思わへんか。

カンちゃん　そうやなあ。今の福知山のすば
らしい環境を１００年後の子どもたちに引き継
いでいくためにも、努力していくことが大
切なんやな。

ビンちゃん　一人ひとりの思いや行動は大事
やで。大きな力に育ってほしいな。ごみの
分別でわからんことがあったら環境パーク
（℡　２２‐１８２７)に気軽に聞いてな。
カンちゃん　了解！
■環境企画課環境計画係（℡　２２‐１８２７）

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

は
か
り
の
検
査

立
命
館
大
学
学
生

無
料
法
律
相
談
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あ
な
た
か
ら
の 

声 声 

に
お
答
え 

      

し
ま
す 

思いやりで高めよう　福知山の交通マナー　



14H20（2008）．5．1　広報ふくちやま

　

４
月
１
日
付
け
で
市
の
組
織
・

機
構
変
更
と
人
事
異
動
を
行
い
ま

し
た
。

組
織
・
機
構
の
変
更

都
市
整
備
部

　

土
地
区
画
整
理
事
業（
駅
南
、石

原
、緑
ヶ
丘
、駅
周
辺
、河
守
）の
保

留
地
な
ど
の
早
期
売
却
を
進
め
る

た
め
、
用
地
販
売
促
進
室
を
新
設

し
ま
し
た
。

市
民
人
権
部

　

バ
ス
交
通
を
地
域
の
実
情
に
即

し
た
体
系
に
再
構
築
し
利
用
促
進

を
図
る
た
め
、
生
活
交
通
課
に
交

通
対
策
係
を
新
設
、
生
活
交
通
課

は
、
管
理
調
整
係
・
住
民
生
活
係

と
合
わ
せ
て
３
係
と
な
り
ま
し
た
。

人
事
異
動

　

２
７
８
人（
職
員
総
数
１
２
７

０
人
）の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

課
長
級
以
上
の
体
制

市
長
事
務
部
局

●
市
長　
　
　
　
　
 　
  
日 　
 
音  　
 

た
か 

ひ 

お
と 
ひ
こ

●
副
市
長　
　
　
　
 
山  
段 　
　
 
誠 

さ
ん 
だ
ん 

ま
こ
と

●
副
市
長　
　
　
　
 
梶  
村 　
 
誠  
悟 

か
じ 
む
ら 

せ
い 

ご

企
画
管
理
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
溝  
尻 　
 
憲  
章 

み
ぞ 
じ
り 

の
り 
あ
き

▼
企
画
推
進
課
長　
 
田  
中 　
　
 
悟 

た 

な
か 

さ
と
る

▼
情
報
推
進
課
長　
 
横  
山 　
　
 
晋 

よ
こ 
や
ま 

す
す
む

▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

 
中  
島 　
 
松  
治 

な
か 
し
ま 

し
ょ
う 

じ

▼
同
参
事（
兼
）夜
久
野
町
史
編
纂

室
長　
　
　
　
　
　
 
大  
槻 　
　
 
伸 

お
お 
つ
き 

し
ん

▼
次
長（
兼
）秘
書
広
報
課
長

 
藤  
田 　
 
清  
治 

ふ
じ 

た 

せ
い 

じ

▼
同
参
事　
　
　
　
 
渡  
辺 　
 
尚  
生 

わ
た 
な
べ 

な
お 

き

▼
次
長（
兼
）職
員
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
衣  
川 　
 
政  
明 

き
ぬ 
が
わ 

ま
さ 
あ
き

▼
同
参
事（
派
遣
）京
都
府
住
宅
新

築
資
金
等
貸
付
事
業
管
理
組
合　

 
大  
柿  
日  
出  
樹 

お
お 
が
き 

ひ 

で 

き

▼
次
長　
　
　
　
　
 
芦  
田 　
　
 
勲 

あ
し 

だ 

い
さ
お

総
務
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
塩  
見 　
 
康  
郎 

し
お 

み 

や
す 
ろ
う

▼
理
事　
　
　
　
　
 
田  
中 　
 
法  
男 

た 

な
か 

の
り 

お

▼
理
事
付
参
事　
　
 
井  
上 　
 
伸  
吾 

い
の 
う
え 

し
ん 

ご

▼
総
務
課
長　
　
　
 
横  
山 　
 
泰  
昭 

よ
こ 
や
ま 

や
す 
あ
き

▼
次
長（
兼
）財
政
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
長  
坂 　
　
 
勉 

な
が 
さ
か 

つ
と
む

▼
次
長（
兼
）管
財
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
安  
達 　
 
昌  
彦 

あ
ん 
だ
ち 

ま
さ 
ひ
こ

▼
税
務
課
長　
　
　
 
夜  
久 　
 
豊  
基 

や 

く 

と
よ 

き

▼
徴
収
課
長　
　
　
 
松  
本 　
 
義  
男 

ま
つ 
も
と 

よ
し 

お

▼
次
長（
派
遣
）京
都
府
・
市
町
村

税
務
共
同
化
組
織
設
立
準
備
委
員

会　
　
　
　
　
　
　
 
大  
槻 　
　
 
光 

お
お 
つ
き 

ひ
か
る

▼
三
和
支
所
長　
　
 
荒  
木 　
 
正  
典 

あ
ら 

き 

ま
さ 
の
り

▼
同
副
支
所
長　
　
 
竹  
下 　
 
義  
崇 

た
け 
し
た 

よ
し 
た
か

▼
同
参
事　
　
　
　
 
藤  
田 　
 
晃  
和 

ふ
じ 

た 

あ
き 
よ
し

▼
夜
久
野
支
所
長　
 
衣  
川 　
 
庄  
二 

き
ぬ 
が
わ 

し
ょ
う 

じ

▼
同
副
支
所
長　
　
 
正  
木 　
 
好  
美 

ま
さ 

き 

よ
し 

み

▼
同
参
事　
　
　
　
 
土  
家 　
 
孝  
弘 

つ
ち 

や 

た
か 
ひ
ろ

▼
大
江
支
所
長　
　
 
平  
野 　
 
伸  
次 

ひ
ら 

の 

し
ん 

じ

▼
同
副
支
所
長　
　
 
細  
田 　
　
 
勉 

ほ
そ 

だ 

つ
と
む

▼
同
参
事　
　
　
　
 
井  
田 　
 
一  
己 

い 

だ 

か
ず 

み

環
境
政
策
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
足  
立  
恵  
次  
郎 

あ 

だ
ち 
け
い 

じ 

ろ
う

▼
環
境
企
画
課
長　
 
中  
川 　
 
義  
一 

な
か 
が
わ 

よ
し 
か
ず

▼
同
参
事　
　
　
　
 
齊  
藤 　
 
正  
直 

さ
い 
と
う 

ま
さ 
な
お

▼
循
環
社
会
形
成
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
堀  
内 　
　
 
敏 

ほ
り 
う
ち 

さ
と
し

保
健
福
祉
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
吉  
田 　
 
厚  
彦 

よ
し 

だ 

あ
つ 
ひ
こ

▼
健
康
推
進
室
長（
兼
）休
日
急
患

診
療
所
事
務
長　
　
 
藤  
村 　
 
久  
樹 

ふ
じ 
む
ら 

ひ
さ 

き

▼
同
次
長（
兼
）休
日
急
患
診
療
所

事
務
次
長　
　
　
　
 
谷  
垣  
英  
美  
子 

た
に 
が
き 

え 

み 

こ

▼
同
参
事（
兼
）西
部
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
所
長（
兼
）休
日
急
患
診
療

所
事
務
次
長　
　
　
 
田  
中 　
 
俊  
郎 

た 

な
か 

と
し 
ろ
う

▼
次
長（
兼
）子
育
て
支
援
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
吉  
田 　
 
浩  
重 

よ
し 

だ 

ひ
ろ 
し
げ

▼
同
参
事　
　
　
　
 
荒  
木 　
 
静  
子 

あ
ら 

き 

し
ず 

こ

▼
下
六
人
部
保
育
園
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
大  
西 　
 
靖  
彦 

お
お 
に
し 

や
す 
ひ
こ

▼
次
長（
兼
）社
会
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
大  
槻 　
 
敏  
彦 

お
お 
つ
き 

と
し 
ひ
こ

▼
次
長（
兼
）高
齢
者
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
真  
下 　
 
新  
也 

ま 

し
も 

し
ん 

や

市
民
人
権
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
廣  
田 　
 
房  
代 

ひ
ろ 

た 

ふ
さ 

よ

▼
人
権
推
進
室
長　
 
芦  
田 　
 
豊  
文 

あ
し 

だ 

と
よ 
ふ
み

▼
同
次
長（
兼
）人
権
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
き
ら
め
き
館
長（
兼
）人
権

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
さ
わ
や
か
館

長　
　
　
　
　
　
　
 
中  
小  
路 　
 
潤 

な
か 
こ
う 

じ 

じ
ゅ
ん

▼
同
次
長　
　
　
　
 
加  
藤 　
 
玉  
樹 

か 

と
う 

た
ま 

き

▼
同
次
長　
　
　
　
 
桐  
村 　
 
正  
典 

き
り 
む
ら 

ま
さ 
の
り

▼
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
堀
会

館
長　
　
　
　
　
　
 
小  
林 　
 
重  
幸 

こ 

ば
や
し 

し
げ 
ゆ
き

▼
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
南
佳

屋
野
会
館
長　
　
　
 
武  
内 　
 
保  
裕 

た
け 
う
ち 

や
す 
ひ
ろ

▼
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
下
六

人
部
会
館
長　
　
　
 
湯  
口 　
　
 
守 

ゆ 

ぐ
ち 

ま
も
る

▼
次
長（
兼
）生
活
交
通
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
大  
槻 　
 
眞  
純 

お
お 
つ
き 

ま 

す
み

▼
斎
場
長　
　
　
　
 
芦  
田 　
　
 
誠 

あ
し 

だ 

ま
こ
と

▼
次
長（
兼
）市
民
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
嵳  
峩 　
 
賢  
次 

さ 

が 

け
ん 

じ

▼
次
長（
兼
）保
険
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
荒  
木 　
 
一  
昌 

あ
ら 

き 

か
ず 
ま
さ

農
林
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
藤  
田 　
 
重  
行 

ふ
じ 

た 

し
げ 
ゆ
き

▼
次
長（
兼
）農
林
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
高  
橋 　
 
正  
英 

た
か 
は
し 

ま
さ 
ひ
で

▼
農
村
整
備
課
長　
 
古  
川 　
 
春  
馬 

ふ
る 
か
わ 

は
る 

ま

▼
農
業
振
興
課
長（
兼
）家
畜
市

場
々
長　
　
　
　
　
 
畠  
中 　
 
俊  
郎 

は
た 
な
か 

と
し 
ろ
う

▼
同
参
事（
兼
）公
設
地
方
卸
売
市

場
々
長　
　
　
　
　
 
山  
本 　
 
正  
明 

や
ま 
も
と 

ま
さ 
あ
き

▼
次
長（
兼
）林
業
振
興
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
西  
口 　
 
洋  
一 

に
し 
ぐ
ち 

よ
う 
い
ち

商
工
観
光
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
岡  
田 　
 
勝  
一 

お
か 

だ 

し
ょ
う 
い
ち

▼
次
長（
兼
）商
工
振
興
課
長

　
 
衣  
川 　
　
 
真 

き
ぬ 
が
わ 

ま
こ
と

▼
次
長（
兼
）観
光
振
興
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
佐  
藤 　
 
秀  
樹 

さ 

と
う 

ひ
で 

き

▼
次
長（
兼
）産
業
立
地
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
坪  
内 　
 
茂  
樹 

つ
ぼ 
う
ち 

し
げ 

き

土
木
建
築
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
桐  
村 　
 
俊  
昭 

き
り 
む
ら 

と
し 
あ
き

▼
都
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
建
設

室
長　
　
　
　
　
　
 
加  
藤 　
 
裕  
通 

か 

と
う 

ひ
ろ 
み
ち

▼
次
長（
兼
）建
設
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
大  
槻 

お
お 
つ
き　
 
廣  
行 

ひ
ろ 
ゆ
き

▼
次
長（
兼
）土
木
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
駿  
河 　
 
禎  
克 

す
る 

が 

よ
し 
か
つ

▼
次
長（
兼
）建
築
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
永  
田 　
 
秀  
樹 

な
が 

た 

ひ
で 

き

▼
契
約
検
査
課
長　
 
奥  
平 　

お
く 
だ
い
ら

 
秀  
樹 

ひ
で 

き

▼
同
参
事　
　
　
     
井  
上  
祥  
太  
郎 

い
の 
う
え 
し
ょ
う 

た 

ろ
う

都
市
整
備
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
和  
久 　
 
秀  
輝 

わ 

く 

ひ
で 

き

▼
用
地
販
売
促
進
室
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
塩  
見 　
 
浩  
人 

し
お 

み 

ひ
ろ 

と

▼
都
市
計
画
課
長　
 
植  
村 　
 
俊  
明 

う
え 
む
ら 

と
し 
あ
き
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▼
次
長（
兼
）福
知
山
駅
周
辺
整
備

課
長　
　
　
　
　
　
 
芦  
田 　
 
清  
和 

あ
し 

だ 

き
よ 
か
ず

▼
同
参
事　
　
　
　
 
大  
西 　
 
進  
吾 

お
お 
に
し 

し
ん 

ご

▼
次
長（
兼
）都
市
整
備
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
山  
本 　
 
尚  
紀 

や
ま 
も
と 

な
お 

き

▼
同
参
事　
　
　
　
 
谷  
内 　
 
俊  
彦 

た
に 
う
ち 

と
し 
ひ
こ

下
水
道
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
足  
垣 　
 
克  
己 

あ
し 
が
き 

か
つ 

み

▼
次
長（
兼
）下
水
道
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
櫻  
井 　
 
一  
好 

さ
く
ら 

い 

か
ず 
よ
し

▼
次
長（
兼
）下
水
道
整
備
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
田  
中 　
 
裕  
志 

た 

な
か 

ひ
ろ 

し

▼
下
水
道
施
設
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
片  
山 　
 
悦  
夫 

か
た 
や
ま 

え
つ 

お

会
計
室

▼
会
計
管
理
者
・
会
計
室
長

　
　
　
 
古  
口 　
 
博  
之 

こ 

ぐ
ち 

ひ
ろ 
ゆ
き

▼
次
長　
　
　
　
　
 
田  
中 　
 
久  
志 

た 

な
か 

ひ
さ 

し

市
議
会
事
務
局

▼
局
長　
　
　
　
　
 
熊  
谷 　
 
正  
章 

く
ま 
が
い 

ま
さ 
あ
き

▼
次
長　
　
　
　
　
 
鎌  
田 　
 
孝  
司 

か
ま 

だ 

た
か 

し

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

▼
局
長　
　
　
　
　
 
芦  
田 　
 
修  
一 

あ
し 

だ 

し
ゅ
う 
い
ち

監
査
委
員
事
務
局

▼
局
長　
　
　
　
　
 
足  
立 　
 
重  
廣 

あ 

だ
ち 

し
げ 
ひ
ろ

教
育
委
員
会
事
務
局

●
教
育
長　
　
　
　
 
大  
嶋 　
 
正  
徳 

お
お 
し
ま 

ま
さ 
の
り

▼
教
育
部
長　
　
　
 
村  
上 　
 
政  
彦 

む
ら 
か
み 

ま
さ 
ひ
こ

▼
理
事　
　
　
　
　
 
西  
山 　
 
直  
樹 

に
し 
や
ま 

な
お 

き

▼
次
長（
兼
）教
育
総
務
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
芦  
田 　
 
憲  
明 

あ
し 

だ 

の
り 
あ
き

▼
同
参
事　
　
　
　
 
大  
槻 　
 
祥  
二 

お
お 
つ
き 

し
ょ
う 

じ

▼
同
参
事　
　
　
　
 
村  
上 　
 
芳  
道 

む
ら 
か
み 

よ
し 
み
ち

▼
次
長（
兼
）学
校
教
育
課
長

 
栗  
林 　
 
幸  
重 

く
り 
ば
や
し 

こ
う 
じ
ゅ
う

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
山  
口 　
 
恒  
久 

や
ま 
ぐ
ち 

つ
ね 
ひ
さ

▼
次
長（
兼
）生
涯
学
習
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
芦  
田 　
 
正  
人 

あ
し 

だ 

ま
さ 

と

▼
同
参
事　
　
　
　
 
垣  
尾 　
 
裕  
子 

か
き 

お 

ゆ
う 

こ

▼
同
参
事　
　
　
　
 
岡  
野 　
 
天  
明 

お
か 

の 

た
か 
あ
き

図
書
館

▼
図
書
館
中
央
館
長（
兼
）三
和
分

館
長（
兼
）夜
久
野
分
館
長（
兼
）大

江
分
館
長　
　
　
　
 
井  
上 　
 
吉  
信 

い
の 
う
え 

よ
し 
の
ぶ

中
央
公
民
館

▼（
兼
）中
央
公
民
館
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
芦  
田 　
 
正  
人 

あ
し 

だ 

ま
さ 

と

公
平
委
員
会
事
務
局

▼（
兼
）局
長　
　
　
 
横  
山 　
 
泰  
昭 

よ
こ 
や
ま 

や
す 
あ
き

農
業
委
員
会
事
務
局

▼
局
長　
　
　
　
　
 
和  
田 　
 
慎  
一 

わ 

だ 

し
ん 
い
ち

消
防
本
部

▼
消
防
長　
　
　
　
 
土  
家 　
　
 
潔 

つ
ち 

や 

き
よ
し

▼
次
長　
　
　
　
　
 
辻  
本 　
　
 
勝 

つ
じ 
も
と 

ま
さ
る

▼
同
参
事　
　
　
　
 
芦  
田 　
 
修  
司 

あ
し 

だ 

し
ゅ
う 

じ

▼
消
防
署
長　
　
　
 
西  
村 　
 
一  
雄 

に
し 
む
ら 

か
ず 

お

▼
警
防
課
長　
　
　
 
中  
路 　
　
 
勝 

な
か 

じ 

ま
さ
る

▼
同
参
事　
　
　
　
 
古  
旗 　
　
 
悟 

こ 

ば
た 

さ
と
る

▼
予
防
課
長　
　
　
 
田  
中 　
 
澄  
夫 

た 

な
か 

す
み 

お

▼
同
参
事　
　
　
　
 
大  
槻 　
 
久  
人 

お
お 
つ
き 

ひ
さ 

と

▼
通
信
指
令
室
長　
 
阪  
根 　
 
雅  
弘 

さ
か 

ね 

ま
さ 
ひ
ろ

▼
東
分
署
長　
　
　
 
山  
口 　
 
省  
三 

や
ま 
ぐ
ち 

し
ょ
う 
ぞ
う

▼
北
分
署
長　
　
　
 
畑 　
　
 
英  
昭 

は
た 

ひ
で 
あ
き

ガ
ス
水
道
部

●
ガ
ス
水
道
事
業
管
理
者

　
　
　
　
　
　
　
　
 
蘆  
田 　
　
 
昭 

あ
し 

だ 

あ
き
ら

▼
部
長　
　
　
　
　
 
岩  
城 　
 
一  
洋 

い
わ 

き 

か
ず 
ひ
ろ

▼
次
長（
兼
）総
務
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
足  
立  
喜  
久  
夫 

あ 

だ
ち 

き 

く 

お

▼
同
参
事　
　
　
　
 
岡  
部 　
 
成  
幸 

お
か 

べ 

し
げ 
ゆ
き

▼
営
業
課
長　
　
　
 
松  
山 　
 
晃  
章 

ま
つ 
や
ま 

て
る 
あ
き

▼
次
長（
兼
）ガ
ス
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
高  
橋 　
 
恒  
男 

た
か 
は
し 

つ
ね 

お

▼
次
長（
兼
）水
道
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
四  
方 　
 
吉  
則 

し 

か
た 

よ
し 
の
り

▼
同
参
事　
　
　
　
 
土  
手 　
 
良  
孝 

ど 

て 

よ
し 
た
か

福
知
山
市
民
病
院

●
病
院
事
業
管
理
者
・
病
院
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
香  
川 　
 
惠  
造 

か 

が
わ 

け
い 
ぞ
う

▼
副
院
長　
　
　
　
 　
  
長 　
 
靖  
生 

さ
き 
な
が 

や
す 

お

医
療
安
全
管
理
室

▼（
兼
）室
長　
　
　
 　
  
長 　
 
靖  
生 

さ
き 
な
が 

や
す 

お

▼
同
室
医
療
安
全
管
理
者

　
　
　
　
　
　
　
　
 
佐  
藤  
真  
寿  
美 

さ 

と
う 

ま 

す 
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※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

でかけてみよう ふくちやま でかけてみよう ふくちやま でかけてみよう ふくちやま 
雀 部  

福知山市市民憲章　

わたしたちは、ふるさと福知山を“幸せの舞台”にします。 
水清い由良川、緑濃い山々、行き交う人々。 

生き生きとして、伸び伸びとしたふるさとをつくります。 
わたしたちは、ひとりひとりの中に 

人生を自由で美しいものにする力を持っています。 
そのわき出る力を集め、四季を愛し、命を尊び 

共に幸せを生きます。 

　雀部地区は、人口は市全体の約1割を
占めています。公民館を中心に人権講演
会、球技大会などさまざまな活動を行っ
ており、夏には、日新地域公民館連として
福知山ドッコイセ祭りに参加しています。
　また、昭和49（1974）年に設立された

佳屋野献血推進友の会（平成20年度から雀部献血推進
友の会）は自治会の献血推進組織としては市内唯一で、毎
年秋の文化祭で約50人が献血に協力しています。

●人　口　8394人（3月末）　男4078人　女4316人
●世帯数　3462世帯
●自治会　川北、前田、土師町、土師宮町、土師新町東、

土師新町南、秋津が丘、小松ケ丘、東佳屋野
町、西佳屋野町、南佳屋野町

広報ふくちやま ●発行／福知山市　●編集／秘書広報課
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「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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① 

② 

国道9号 

ＪＲ山陰本線 

府道74号 

府道8号 

土師川 

由良川 

雀部小学校 

福知山高等学校 
日新中学校 

雀部幼稚園 

雀部地区公民館長

 稲  葉  民  俊 さん
いな ば たみ とし

　古代、今の土師地区に住んでいた土
師氏は、 埴輪 や古墳つくり、相撲の起

は に わ

源に関わりのある、古代日本の頭脳集
団として有名な氏族です。また、 土  師  器 

は じ き

とよばれる焼き物でも知られており、こ
の地名に深い歴史が由来していること
が伺えます。

▲土師と
は ぜ

土
は

師
じ

器
き

　５月上旬～中旬に、新緑を覆うよう
に真っ白な花が咲きます。日光を浴び
て反射すると樹木全体がこんもりと雪
をかぶったように見え、福知山市の名
木に選ばれています。
　ナンジャモンジャとは見慣れない珍
しい木の呼び方で、モクセイ科のヒトツ
バタゴを呼ぶことが最も多いようです。

▲①頼光寺のナンジャモンジャ（ヒトツ
らい こう

バタゴ）（川北）

　本殿は、 一  間  社  流  造 の小振りの
いっ けん しゃ ながれ づくり

もので、 棟  札 より寛政１１年（１７９９）
むね ふだ

の建立とわかります。江戸時代に
丹波で活躍した中井氏の彫刻が
ふんだんに施された作品で府登
録文化財に指定されています。

▲②稲粒神社（川北）
いなつぶ

　毎年１１月上旬に、雀部小学校で開
催。野菜などを販売する屋台村コー
ナーや作品展示、お茶席などに、多く
のみなさんが訪れます。また、福知山
学園第三 翠  光  園 のみなさんによる手

すい こう えん

づくりの陶芸品なども販売しています。

▲文化祭


